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１．匿名データの概要 

「匿名データ」は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162

号）第 54 条第２項の規定及び全国学力・学習状況調査に関する実施要領の規定に基づ

き、文部科学省が実施した「全国学力・学習状況調査」の集計結果を基に、都道府県名

及び設置管理者名等の地域属性に関する情報や学校名等の識別ができないように加工

した上で、全体の 10％程度を無作為抽出したものをいう。（作成方法は、「２．匿名デー

タの作成方法」による。） 

なお、匿名データのうち、児童生徒毎に、教科調査の解答状況及び質問紙調査の回答

状況等を一覧にしたものを「児童生徒匿名データ」といい、学校毎に、教科調査の平均

正答数等及び質問紙調査の回答状況等を一覧にしたものを「学校匿名データ」という。

以下、表１に匿名データの内容（変数）を示している。 

 

表１ 匿名データの持つ変数 

 

注）年度によって、変数の構成は一部異なる。 

 

 

２．匿名データの作成方法 

 

■児童/生徒匿名データ 

１）データの範囲と抽出率 

データの範囲は、公立の小中学校に在籍し、調査実施日に調査を受けた児童生徒で、10％

のランダム抽出を行っている。 

児童生徒匿名データ 学校匿名データ
実施年度 実施年度
地域規模（大都市、中核市、その他の市、町村） 地域規模（大都市、中核市、その他の市、町村）
性別 生徒質問紙種別 ※年度による
正答数 正答数
正答率 正答率
学力層（A～D層） 教科別四分位(区分点の正答数）
正答数̲領域別、観点別、形式別 最頻値
正答率̲領域別、観点別、形式別 標準偏差
解答類型（類型１、類型２・・・・） 無解答率
設問別正誤（正答、誤答、無回答） 正答数̲領域別、観点別、形式別

③児童生徒
質問紙回答

児童生徒質問紙回答 正答率̲領域別、観点別、形式別

学力層（A-D層）別割合
児童質問紙回答割合(肯定的回答割合）

②学力情報

①基本情報 ①基本情報

②学力情報

学校質問紙回答
※児童数、学級数等の実数値はカテゴリー化

②学校質問
紙回答

③児童生徒
質問紙回答

児童質問紙回答割合(各選択肢毎の回答割合）
※年度による

②学校質問
紙回答

学校質問紙回答
※児童数、学級数等の実数値はカテゴリー化



※目標精度は、抽出データの平均正答率と母集団の平均正答率の差＜教科数×0.1。 

 

２）匿名化処理 

・ランダムに抽出したサンプルに連番でＩＤ番号を付番 

・以下の基本属性等を示す変数を削除 

都道府県名（コード含む）、設置名者（コード含む）、学校名（コード含む）、答案番

号、組、国公私立、本校分校、学校種別、へき地、学校の学級数規模、学校質問紙の実

数回答、等。 

 

■学校匿名データ 

１）データの範囲と抽出率 

データの範囲は、公立の小中学校で、調査実施日に調査を実施した学校で、地域規模別

４分類*と学校規模による階級別**で層化し、層別に 10％のランダム抽出を行っている。 
*４分類とは、「大都市、中核市、その他の市、町村」 

**児童生徒質問紙の回答人数を児童生徒数とし、10 人単位で階級分けを行う。５校以下になる階級が出現

した時点でトップコーディングを行い、１つ前の階級とする。 

※目標精度は、抽出データの平均正答率と母集団の平均正答率の差＜教科数×0.1。100

回以上になった場合、最も母集団の平均正答率に近い回の抽出結果を採用する。 

 

２）匿名化処理 

・平均正答率を四捨五入で整数値に修正 

・以下の基本属性等を示す変数を削除 

都道府県名（コード含む）、設置名者（コード含む）、学校名（コード含む）、国公私

立、本校分校、学校種別、へき地、学校の学級数規模、学校質問紙の実数回答、等。 

 


